
能登やさしいこめづくり情報
【速報】 中生出穂期予想

JAはくい 営農部 米穀課 TEL:0767-29-3122

生育観測（6/29）の結果から予想される「コシヒカリ」の出穂期は

7月19日～22日頃（4月末～5月上旬植え圃場での値）です。

【分施体系】
・生育過剰なほ場や葉色が濃いほ場では、１回目の穂肥時期は遅らせず、
量のみを減らして施用してください。
・１回目が施用出来なかった場合でも、２回目の穂肥は必ず施用して下さい。
（稲体の消耗を防ぎ登熟向上を図る）。

品種 出穂予想 回数
実施時期の目安

肥料名
（基準施用量）

幼穂長・葉耳間長 本年

能登米
コシヒカリ

7月19日頃

1回目
幼穂長15㎜
葉色4.0未満

7月3日頃
（16日前）

BB能登みのり
（10～15㎏/10a）

2回目 葉耳間長±０㎝
7月9日頃
（10日前）

BB能登みのり
（10～15㎏/10a）

穂肥一発 幼穂長15㎜ 7月3日頃
BB有機入り能登穂肥一発

（20～30㎏/10a）

【基肥一発肥料体系での追加穂肥】
・基肥一発肥料では、基本的には追肥の必要はありませんが、
①登熟期の高温による栄養凋落の防止と②収量の向上のため、
必要に応じて上乗せ追肥を実施しましょう。
※「穂肥重点型一発肥料」を施用した場合は、上乗せ追肥は原則不要です。

施用時期 葉色 肥料名 10aあたり施用量

出穂7～10日前
（葉耳間長0～2㎝）

4.0未満 BB能登みのり 7～10㎏（N:1～1.5㎏）

【参考：ひゃくまん穀生育状況】
現在の生育観測結果から予想される「ひゃくまん穀」の出穂期は、

7月24日頃から（ 5月上旬植え圃場での値）で、
１回目の穂肥時期は7月4日頃（出穂20日前・幼穂長3㎜）となります。

ひゃくまん穀で一発肥料を使用した圃場への上乗せ追肥については、
「ひゃくまん穀通信」で別途お知らせします。
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